
担任 加瀬悠華 

7 月 ひなぎくだより 
  

早くも 1学期が終わりを迎えました。自分で上靴を履けるようになったり、蛇口がひねれるようになった

り、幼稚園でお昼寝をしたり、トイレに座ってみたり、子どもたちの小さな成長のそばにいられることを、嬉

しく、幸せに思う毎日です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち葉 流れるかな 

気温が 30℃を超える日も多くなり、季節はすっかり夏ですね。幼稚園では毎日のように、水に触れて遊

んでいます。水遊びをしていると、ビニールプールから流れ出た水で、園庭に小さな川ができます。先生が

その川に、落ち葉を落として流して見せました。すると Aくんも真似をして落ち葉を落としました。すいー

っと流れていく落ち葉に大喜び。別の場所でも試してみると、今度はぽとり…と落ちたきり動きません。「あ

れ？」と、不思議そうな顔をして何度も落ち葉を落としますが、やはり動きません。「どうしたら動くかな」

と声をかけてみましたが、この問いかけはAくんにはまだ難しかったようです。「流れているお水を見つけ

てごらん」と声をかけてみました。すると、園庭を歩き回り、動いているお水探しが始まりました。「ここか

な」「ここかな」と水の動きをじっと確認する Aくん。水たまりで遊んでいる Bちゃんの近くで立ち止まり

ました。「あったよ！」と言うので見てみると、Bちゃんの動きに合わせて水がゆらりゆらりと動いていたん

です。【確かに動いている水だな…と私も驚きました】落ち葉を落としてみると、落ち葉が船のように揺れて

動きます。「動いた！」と大喜びです。 

今度は流れの強い川を見つけた Aくん。落ち葉を落としてみますがなんだか動きが悪いようです。しばら

く落ち葉を観察したあと、手で土を掘り、落ち葉の流れる道を作り始めました。どんどん流れていく落ち葉

を見て、喜びを噛みしめるように何度も何度も繰り返し遊んでいました。 

大人が答えを教えるのではなく、子どもが考える余白を残しておくことを大 

切にしています。不思議に思ったことに対し、『試してみる』『考えてみる』 

『もう一度やってみる』こういった経験を通し、学ぶことのおもしろさ、楽し 

さを知り、学びの土台となっていきます。 

 

 

 

 

 お家の人にメモスタンドのプレゼントを作りました。粘土を丸めて、絵の具を塗って、

ラッピングをして完成です   「明日になったら粘土固まってるかな」「お母さんとお父さ

んに早く渡したいな」「喜んでくれるかな」そんなことをつぶやきながら、想いを込めて作

りましたよ♪ 

 

 

 

いらっしゃいませ！ 

サマーフェスタで 

パン屋さん体験を 

しました                   


